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子ども医療

姿
勢
問
わ
れ
る
大
阪

助
成「
３
歳
未
満
」わ
ず
か
３
府
県

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
の
拡
充
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。
福
島
の

「
18
歳
以
下
」
を
筆
頭
に
、
昨
年
１
年
間
で
８
府
県
が
助
成
の
範
囲
を
そ
れ
ぞ
れ
「
中

卒
」「
小
卒
」
ま
で
引
き
上
げ
た
。
今
や
８
割
を
超
え
る
都
道
府
県
が
義
務
教
育
「
就

学
前
」
の
児
童
へ
助
成
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
制
度
改
善
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
。
大
阪
は
、
全
国
的
な
大
き
な
流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
、「
ワ
ー
ス
ト
・
ワ

ン
」
記
録
を
毎
年
、
更
新
し
続
け
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
の
最
低
ラ
イ
ン
は
、「
３

歳
未
満
」。
47
都
道
府
県

中
、
大
阪
・
宮
城
・
新
潟
の

わ
ず
か
３
府
県
だ
け
だ
。
同

じ
く
全
国
最
低
で
並
ん
で
い

た
佐
賀
は
、
２
０
１
２
年
４

月
に
「
就
学
前
」
に
引
き
上

げ
、〝
不
名
誉
な
地
位
〞
か

ら
一
足
先
に
脱
出
し
た
。

　

一
方
で
、
保
護
者
や
住
民

の
要
望
を
受
け
、
少
な
く
な

い
都
道
府
県
が
制
度
改
善
へ

踏
み
出
し
て
い
る
。
２
０
１

２
年
８
〜
９
月
に
か
け
て
秋

田
・
三
重
・
京
都
が
相
次
い

で
「
小
卒
」
に
、
同
年
10
月

に
は
福
島
「
18
歳
以
下
」、

静
岡
「
中
卒
」、
徳
島
「
小

卒
」
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
充
し

た
。
今
年
７
月
か
ら
は
、
兵

庫
が
「
中
卒
」
に
引
き
上
げ

る
な
ど
、
各
自
治
体
が
拡
充

を
競
い
合
っ
て
い
る
。

改
善
を
拒
否

　

大
阪
府
は
協
会
と
の
懇
談

の
な
か
で
、
対
象
年
齢
の
拡

充
に
つ
い
て
「
財
政
に
余
裕

が
な
い
」
と
拒
否
し
て
い

る
。
し
か
し
、
大
阪
よ
り
財

政
が
厳
し
い
兵
庫
や
北
海
道

な
ど
は
、
早
々
に
制
度
を
改

善
し
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

財
政
状
況
は
言
い
逃
れ
に
過

ぎ
な
い
。

　

２
０
０
９
年
10
月
に
全
国

に
先
駆
け
て
通
院
の
助
成
を

「
中
卒
」
に
拡
充
し
、
義
務

教
育
の
子
ど
も
の
医
療
費
を

無
料
化
し
た
群
馬
県
の
報
告

で
は
、「
早
期
受
診
に
よ
り

重
症
化
が
防
止
さ
れ
、
結
果

成
す
る
責
任
を
負
う
」
と
規

定
し
て
い
る
。
大
阪
は
時
代

遅
れ
の
施
策
を
い
つ
ま
で
続

け
る
の
か
。
医
療
・
子
育
て

に
対
す
る
政
治
姿
勢
が
厳
し

く
問
わ
れ
て
い
る
。

的
に
医
療
費
を
抑
制
す
る
」

効
果
も
あ
る
と
分
析
し
て
い

る
。
子
ど
も
の
む
し
歯
の
治

癒
率
が
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
り
、
ぜ
ん
そ
く
や
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
慢
性

疾
患
の
重
症
化
予
防
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ

た
。

　

医
療
費
の
無
料
化
が
子
ど

も
の
健
康
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
財
政
に
と
っ
て
も
有
効

な
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
の
責
任

　

協
会
が
昨
年
実
施
し
た

「
学
校
歯
科
治
療
調
査
」
で

は
、学
校
検
診
に
お
け
る「
要

治
療
」児
童
の
う
ち
、半
数
し

か
受
診
し
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
治
療
費
の
窓
口

負
担
を
苦
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

る
児
童
が
相
次
い
で
い
る
。

　

児
童
福
祉
法
で
は
、
国
や

都
道
府
県
に
対
し
、「
児
童

を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

る
市
町
村
が
４
割
を
超
え
、

窓
口
負
担
の
無
料
化
も
急
増

し
て
い
る
。
府
内
で
は
、
７

月
時
点
で
「
中
卒
」
は
８
市

町
に
留
ま
り
、
無
料
化
は
ゼ

ロ
だ
。
脆
弱
す
ぎ
る
府
の
制

度
が
、
市
町
村
独
自
の
拡
充

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
毎
年
、
実
施
し
て
い
る

「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
」
が
７
月
か
ら
始
ま
る
。

府
内
の
全
市
町
村
と
懇
談
す

る
な
か
で
、
さ
ら
な
る
助
成

の
拡
充
を
求
め
て
い
く
。

市
は
７
月
か
ら
所
得
制
限
を

廃
止
す
る
。
大
阪
市
や
守
口

市
な
ど
９
市
町
を
除
き
、
府

下
８
割
の
市
町
が
す
で
に
撤

廃
し
て
い
る
。

　

た
だ
、全
国
と
比
べ
れ
ば
、

府
下
の
制
度
は
著
し
く
遅
れ

て
い
る
。
厚
労
省
の
調
査
で

は
、「
中
卒
」
ま
で
助
成
す

茨
木
市
が
「
小
卒
」
に
、
池

田
市
・
和
泉
市
・
四
條
畷
市

が
「
小
学
３
年
」
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
る
。
池
田
市
は

さ
ら
に
第
４
子
以
降
を
対
象

に「
小
卒
」ま
で
拡
充
す
る
。

吹
田
市
は
９
月
か
ら
「
中

卒
」
に
大
幅
に
改
善
す
る
。

　

ま
た
、
入
院
に
対
し
て

は
、
茨
木
市
・
和
泉
市
・
岬

町
が
「
中
卒
」
に
、
四
條
畷

市
は
「
小
学
３
年
」
に
対
象

範
囲
を
広
げ
る
。
吹
田
市
は

9
月
か
ら
「
中
卒
」
に
、
門

真
市
は
10
月
か
ら
「
小
卒
」

に
引
き
上
げ
る
。

　

所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
市

町
村
も
増
え
て
い
る
。
豊
中

　

大
阪
府
が
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
全
国
最
低
の
ま

ま
放
置
す
る
な
か
、
地
域
住

民
や
協
会
な
ど
の
強
い
要
望

を
受
け
、
独
自
に
対
象
年
齢

の
拡
充
に
踏
み
出
す
市
町
村

が
相
次
い
で
い
る
。
府
の
制

度
に
上
乗
せ
す
る
形
で
、
通

院
の
場
合
、
７
月
１
日
か
ら

７
月
か
ら
茨
木「
小
卒
」へ

池
田
・
和
泉
・
四
條
畷
は「
小
３
」に
改
善

全国で広がる対象年齢の引き上げ全国で広がる対象年齢の引き上げ
静岡・兵庫も「中学卒業」に拡充静岡・兵庫も「中学卒業」に拡充
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協会調べ
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福
島

治療が必要だが　　　　　
歯科を受診していない児童

2013年７月１日時点

市町村名 対象年齢 所得制限通院 入院
大阪市 中卒 中卒 児童手当
堺市 中卒 中卒 なし

岸和田市 就学前 中卒 なし
豊中市 就学前 小卒 なし
池田市 小３ 中卒 なし

吹田市 ☆１ 就学前 小卒 児童手当
泉大津市 小１ 小１ なし
高槻市 小卒 小卒 なし
貝塚市 就学前 中卒 なし
守口市 就学前 中卒 児童手当
枚方市 就学前 小卒 なし
茨木市 小卒 小卒 児童手当
八尾市 就学前 中卒 児童手当
泉佐野市 就学前 就学前 なし
富田林市 小卒 中卒 なし
寝屋川市 小卒 小卒 なし
河内長野市 小３ 中卒 なし
松原市 就学前 小卒 なし
大東市 小３ 小卒 なし
和泉市 小３ 中卒 なし
箕面市 中卒 中卒 なし
柏原市 就学前 小卒 なし
羽曳野市 就学前 小卒 なし
門真市 小３ 小３ ☆２ なし
摂津市 就学前 中卒 なし
高石市 就学前 小卒 なし
藤井寺市 就学前 中卒 なし
東大阪市 就学前 中卒 なし
泉南市 就学前 就学前 なし
四條畷市 小３ 小３ なし
交野市 就学前 小卒 なし

大阪狭山市 小３ 中卒 なし
阪南市 就学前 就学前 なし
島本町 就学前 就学前 児童手当
豊能町 就学前 中卒 児童手当
能勢町 中卒 中卒 児童手当
忠岡町 就学前 就学前 なし
熊取町 就学前 中卒 なし
田尻町 中卒 中卒 なし
岬町 就学前 中卒 なし
太子町 中卒 中卒 なし
河南町 中卒 中卒 なし

千早赤阪村 中卒 中卒 なし
大阪社保協調べ

全国の子ども医療費助成制度の対象年齢（通院）

府内市町村の子ども医療費助成制度

受診して
いない
50.2％

受診して
いない
50.2％

治療完了
または
治療中
49.8％

治療完了
または
治療中
49.8％

※
網
掛
け
は
７
月
１
日
か
ら
通
院
の
対
象
年
齢
を
拡
充
す
る
自
治
体　

※
所
得
制
限
の
「
児
童
手
当
」
は
、
児
童
手
当
の
特
例
給
付
に
準
拠　

☆
１
：
９
月
１
日
か
ら
入
通
院
と
も
に
「
中
卒
」　

☆
２
：
10
月
１
日
か
ら
「
小
卒
」


